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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の熱電素子を有する筐体と、
　複数の発光ダイオードと、
　透過型液晶パネルと、を有し、
　前記発光ダイオードは、前記複数の熱電素子により下方及び周囲４方を囲まれており、
　前記熱電素子により、前記発光ダイオードの温度を調整する機能を有し、
　前記複数の発光ダイオードから発する光を、前記透過型液晶パネルを介して取り出す直
視型の液晶表示装置。
【請求項２】
　複数の熱電素子を有する筐体と、
　複数の発光ダイオードと、
　透過型液晶パネルと、を有し、
　前記複数の発光ダイオードは、前記筐体により下方及び周囲４方を囲まれており、
　前記発光ダイオードは、前記複数の熱電素子により下方及び周囲４方を囲まれており、
　前記熱電素子により、前記発光ダイオードの温度を調整する機能を有し、
　前記複数の発光ダイオードから発する光を、前記透過型液晶パネルを介して取り出す直
視型の液晶表示装置。
【請求項３】
　複数の熱電素子を有する筐体と、
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　複数の発光ダイオードと、
　透過型液晶パネルと、を有し、
　前記発光ダイオードは、前記複数の熱電素子により下方及び周囲４方を囲まれており、
　前記複数の発光ダイオードから発する光を、前記透過型液晶パネルを介して取り出す直
視型の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、バックライト装置、及びバックライト装置を具備する液晶素子を有する表示装
置の構成に関する。
【背景技術】
【０００２】
現在、液晶表示装置は時計、電卓はもとより、パーソナルコンピュータなどのＯＡ機器、
液晶テレビやＰＤＡ、携帯電話など各種幅広い分野で用いられている。
【０００３】
この液晶表示装置は、２枚の透光性基板の間に液晶を封入し、電圧を印加することにより
液晶分子の向きを変えて光透過率を変化させて所定の画像等を光学的に表示する。液晶表
示装置は、液晶自体が発光体ではないため、液晶表示パネル背面部に光源として機能する
バックライトユニットが備えられている。バックライトユニットは、光源、導光板、反射
フィルム、プリズムフィルム、拡散フィルムなどを備え、液晶表示パネルに対して全面に
均一に表示光を供給する。
【０００４】
バックライトユニットの光源としては、水銀やキセノンを蛍光管内に封入した冷陰極蛍光
ランプが一般的である。
【０００５】
上記のようなバックライト装置の光源は、環境温度に対する輝度変化を有しており、自身
の発熱による温度上昇で輝度低下などを生じうる。そのため、光源の温度が最適動作温度
となるように、ヒートシンク、ヒートパイプ、冷却ファンによる空冷などの放熱対策が試
みられている。この放熱対策の一つとして蛍光管にペルチェ素子を設けてペルチェ素子に
よる冷却を行う方法がある（例えば特許文献１及び特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平６－３２４３０４号公報
【特許文献２】特開平７－１７５０３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
しかし、近年では白色発光ダイオードや高出力の赤緑青の発光ダイオードが用いられてき
ており、高出力の赤緑青の発光ダイオードは高温動作時に駆動電圧が高く、輝度は低くな
る特性をもっている。特に赤の発光ダイオードでは温度依存が大きい。さらに発光ダイオ
ードバックライトユニットにおいて、高出力の赤緑青の発光ダイオードを複数個使用する
ことにより大容量の熱が発生する。
【０００８】
この発熱により、発光ダイオード単体では寿命の低下、輝度の低下、色度のずれなどを起
こし、バックライトユニットでは、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフィルムなど
の変形、変質等が生じてしまう。
【０００９】
また、液晶表示パネルはバックライトユニットの前面に配置されていて、バックライトユ
ニットの温度の影響を少なからず受けるため、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト
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、色ムラなどの特性への影響、偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィルムなど
の変形、変質、特性低下等が生じてしまう。
【００１０】
この発生熱を抑えるために、上記放熱対策が設けられるが、いずれの手段においても放熱
対策が不十分であったり、バックライトユニットの厚みが大きくなってしまうなどの問題
がある。
【００１１】
上記課題を鑑み、本発明は、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライ
ト装置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表
示することができる高性能な表示装置を作製することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
本発明は、バックライト装置（バックライト、照明装置ともいう）の光源として発光ダイ
オード（以下ＬＥＤ：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅともいう）を用い、発
光ダイオードを保持する筐体には発光ダイオードを囲むように（発光ダイオードの下及び
周囲４方）熱電素子が設けられており、熱電素子の冷却及び加熱により、バックライト装
置内の温度調節を行う。熱電素子とは熱と電気が関係した現象を利用して，熱エネルギー
と電気エネルギーを変換する金属や半導体の素子のことであり、本発明に用いることので
きる熱電素子としてペルチェ素子などがあげられる。
【００１３】
発光ダイオードの発光により、バックライト装置内では温度変化が生じる。バックライト
装置内に温度状態をモニタする温度センサを設け、熱電素子を動作させる駆動回路によっ
て熱電素子による冷却、又は加熱を行い、温調器にて温度制御を行う。さらに発光ダイオ
ードの出力をモニタするカラーセンサを設け、発光ダイオードの出力を制御する発光ダイ
オード制御装置によって、発光ダイオードの出力をコントロールし、発光ダイオードは発
光ダイオード駆動回路によって駆動される。
【００１４】
バックライト装置の、前面に設けられる透過型の液晶表示パネルモジュールにも、液晶表
示パネルの加熱、冷却を行う熱電素子、当該熱電素子を動作させる駆動回路、（カラー）
液晶表示パネルの温度状態をモニタする温度センサ、温度制御を行う温調器を含んでもよ
い。
【００１５】
バックライト装置側に設けられる熱電素子と、液晶表示パネルモジュール側に設けられる
熱電素子はそれぞれ温度センサ及び温調器を有し独立して動作させてもよいし、共通化し
一律で動作させてもよい。
【００１６】
バックライト装置と液晶表示パネルモジュールとは接して設けられてもよく、空間を空け
て配置されてもよい。液晶表示パネルモジュールとバックライト装置が接して設けられ、
バックライト装置側に設けられた熱電素子が液晶表示パネルモジュールと接する場合、液
晶表示パネルモジュールも熱電素子の冷却、加熱によって温度制御することができる。
【００１７】
また、液晶表示装置内に熱電モジュールを備え、液晶表示装置内の温度差を利用して、他
の発光ダイオードや熱電素子などの駆動に利用することができる。本発明は、効率よく冷
却及び加熱を行うことのできる熱電素子を筐体に含んで設けるため、液晶表示装置内で所
望の温度差を得られやすい。
【００１８】
本発明のバックライト装置の一形態は、熱電素子を含む筐体に配置された複数の発光ダイ
オードを有し、熱電素子を含む筐体は、複数の発光ダイオードの周囲を囲むように設けら
れている。
【００１９】
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本発明のバックライト装置の一形態は、熱電素子を含む筐体に配置された第１の発光ダイ
オード、第２の発光ダイオード及び第３の発光ダイオードを有し、熱電素子を含む筐体は
、複数の発光ダイオードの周囲を囲むように設けられ、第１の発光ダイオードの発光色は
赤色であり、第２の発光ダイオードの発光色は緑色であり、第３の発光ダイオードの発光
色は青色である。
【００２０】
本発明のバックライト装置の一形態は、熱電素子を含む筐体に配置された第１の発光ダイ
オード、第２の発光ダイオード及び第３の発光ダイオードを有し、熱電素子を含む筐体は
、複数の発光ダイオードの周囲を囲むように設けられ、第１の発光ダイオードの発光色は
６２５ｎｍ±１０ｎｍが波長のピークであり、第２の発光ダイオードの発光色は５３０ｎ
ｍ±１５ｎｍが波長のピークであり、第３の発光ダイオードの発光色は４５５ｎｍ±１０
ｎｍが波長のピークである。
【００２１】
本発明の表示装置の一形態は、熱電素子を含む筐体に配置された複数の発光ダイオードを
含むバックライト装置、及び表示モジュールを有し、熱電素子を含む筐体は、複数の発光
ダイオードの周囲を囲むように設けられている。
【００２２】
本発明の表示装置の一形態は、ペルチェ素子を含む筐体に配置された複数の発光ダイオー
ドを含むバックライト装置、及び表示モジュールを有し、ペルチェ素子を含む筐体は、複
数の発光ダイオードの周囲を囲むように設けられている。
【００２３】
本発明の表示装置の一形態は、第１の熱電素子を含む筐体に配置された複数の発光ダイオ
ードを含むバックライト装置、及び第２の熱電素子を含む表示モジュールを有し、第１の
熱電素子を含む筐体は、複数の発光ダイオードの周囲を囲むように設けられている。
【００２４】
本発明の表示装置の一形態は、第１のペルチェ素子を含む筐体に配置された複数の発光ダ
イオードを含むバックライト装置、及び第２のペルチェ素子を含む表示モジュールを有し
、第１のペルチェ素子を含む筐体は、複数の発光ダイオードの周囲を囲むように設けられ
ている。
【００２５】
本発明で用いる複数の発光ダイオードは、異なる発光色を示す発光ダイオードを用いるこ
とができ、例えば赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、及び青色発光ダイオードを
含むことができる。より具体的には、複数の発光ダイオードは６２５ｎｍ±１０ｎｍが発
光色の波長のピークである第１の発光ダイオード、５３０ｎｍ±１５ｎｍが発光色の波長
のピークである第２の発光ダイオード、及び４５５ｎｍ±１０ｎｍが発光色の波長のピー
クである第３の発光ダイオードを含むことができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑える事が出来、発
光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えることが出来る。光源の発
熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフィルムの変形、変質を
抑える事が出来る。
【００２７】
　また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事
が出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フ
ィルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒー
トパイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出
来る。
【００２８】
　光の３原色の発光ダイオードを使用しているため、色温度調整が容易に出来るようにな
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り、尚かつ、冷陰極蛍光ランプと比べて色再現範囲を広くすることが出来る。また、発光
ダイオードを使用することにより、使用温度範囲が拡大、応答が速いため動画対応が容易
になる、低電圧での駆動が可能になり、インバーターが不要、コントラストが向上出来、
水銀を使用しないため環境に良い。
【００２９】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の表示装置を示した上面図及び断面図である。
【図２】本発明の表示装置を示した上面図及び断面図である。
【図３】本発明の表示装置を示した上面図及び断面図である。
【図４】本発明の表示装置を示した上面図及び断面図である。
【図５】本発明の表示装置を示した上面図及び断面図である。
【図６】本発明の表示装置を示した図である。
【図７】本発明の表示装置を示したブロック図である。
【図８】本発明の表示装置を示したブロック図である。
【図９】本発明の表示装置を示したブロック図である。
【図１０】実施例１の実験データを示す図である。
【図１１】実施例２の実験データを示す図である。
【図１２】実施例１の実験データを示す図である。
【図１３】実施例１の実験データを示す図である。
【図１４】本発明の表示装置を示した断面図である。
【図１５】本発明の表示装置を示した断面図である。
【図１６】本発明の表示装置を示した上面図である。
【図１７】本発明の表示装置を示した上面図である。
【図１８】本発明に適用できる発光ダイオードを示した断面図である。
【図１９】本発明の表示装置を示したブロック図である。
【図２０】本発明が適用される電子機器の主要な構成を示すブロック図である。
【図２１】本発明の電子機器を示した図である。
【図２２】本発明の電子機器を示した図である。
【図２３】本発明の表示装置を示した上面図である。
【図２４】本発明の表示装置を示した上面図及び断面図である。
【図２５】本発明の表示装置を示した断面図である。
【図２６】実施例３の実験データを示す図である。
【図２７】実施例３の実験条件を示す図である。
【図２８】実施例３の実験条件を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
以下に、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。但し、本発明は多くの異なる態
様で実施することが可能であり、本発明の趣旨及びその範囲から逸脱することなくその形
態及び詳細を様々に変更し得ることは当業者であれば容易に理解される。従って、本実施
の形態の記載内容に限定して解釈されるものではない。なお、実施の形態を説明するため
の全図において、同一部分又は同様な機能を有する部分には同一の符号を付し、その繰り
返しの説明は省略する。
【００３２】
（実施の形態１）
本実施の形態では、本発明を用いたバックライト装置（バックライト、照明装置ともいう
）及び、バックライト装置を具備する表示装置の概念について説明する。
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【００３３】
本発明は、バックライト装置の光源として発光ダイオード（ＬＥＤ）を用い、発光ダイオ
ードを保持する筐体には発光ダイオードを囲むように（発光ダイオードの下及び周囲４方
）熱電素子が設けられており、熱電素子の冷却及び加熱により、バックライト装置内の温
度調節を行う。熱電素子とは熱と電気が関係した現象を利用して，熱エネルギーと電気エ
ネルギーを変換する金属や半導体の素子のことであり、本発明に用いることのできる熱電
素子としてペルチェ素子などがあげられる。
【００３４】
図１（Ａ）には、光源として発光ダイオード（以下ＬＥＤ：Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎ
ｇ　Ｄｉｏｄｅともいう）を用い、熱電素子を含むバックライトユニットを具備する表示
装置の上面図、図１（Ｂ）及び（Ｃ）には図１（Ａ）の線Ａ－Ｂに対応する断面図を示す
。図１（Ｂ）は概念図であり簡略化されており、より詳細な例が図１（Ｃ）となっている
。本発明の表示装置は液晶表示素子を有する液晶表示装置であり、液晶自体が発光体では
ないため、バックライトユニットは液晶表示パネル１５０の背面に光源として配置されて
いる。
【００３５】
図１において、熱電素子を含む筐体１００内に発光ダイオード１０１ａ乃至１０１ｃを有
している。バックライトユニットは、６２５ｎｍ±１０ｎｍにピークを持つ赤色発光ダイ
オードである発光ダイオード１０１ａ、５３０ｎｍ±１５ｎｍにピークを持つ緑色発光ダ
イオードである発光ダイオード１０１ｂ、４５５ｎｍ±１０ｎｍにピークを持つ青色発光
ダイオードである発光ダイオード１０１ｃを有しており、発光ダイオード１０１ａ乃至１
０１ｃより放射される光は図１（Ｂ）及び（Ｃ）の矢印方向に液晶表示パネル１５０を透
過して視認側に放射される。本発明の熱電素子を含む筐体１００は発光ダイオード１０１
ａ乃至１０１ｃの少なくとも３方向を箱状に囲むように設けられている。熱電素子を含む
筐体１００上に液晶表示パネル１５０を配置することによって、発光ダイオード１０１ａ
乃至１０１ｃは熱電素子を含む筐体１００と液晶表示パネル１５０によって形成される箱
状の閉空間に設けられる。
【００３６】
図１（Ｃ）に示すように、熱電素子を含む筐体１００を覆うように反射シート１０２が設
けられ、発光ダイオード１０１ａ乃至１０１ｃよりの光を反射する。発光ダイオード１０
１ａ乃至１０１ｃの真上に導光板１０３を配置し、ある程度間を開けて拡散板１０４、プ
リズムシート１０５が配置される。
【００３７】
発光ダイオード１０１ａ乃至１０１ｃは、加熱及び冷却の機能を有する熱電素子を含む筐
体１００によって、常に一定の温度に保たれるように制御される。本発明の熱電素子を含
む筐体１００は発光ダイオード１０１ａ乃至１０１ｃの四方を囲むように設けられている
ので、発光ダイオード１０１ａ乃至１０１ｃ付近だけでなく、バックライトユニット全体
を効率よく冷却、又は加熱でき、より温度ムラのない正確な温度制御をすることができる
。
【００３８】
発光ダイオードの発光により、バックライト装置内では温度変化が生じる。バックライト
装置内に温度状態をモニタする温度センサを設け、熱電素子を動作させる駆動回路によっ
て熱電素子による冷却、又は加熱を行い、温調器にて温度制御を行う。さらに発光ダイオ
ードの出力をモニタするカラーセンサを設け、発光ダイオードの出力を制御する発光ダイ
オード制御装置によって、発光ダイオードの出力はコントロールし、発光ダイオードは発
光ダイオード駆動回路によって駆動される。カラーセンサ及び温度センサとしては、ＩＣ
チップから構成されたカラーセンサ及び温度センサを用いることができる。このとき、カ
ラーセンサ及び温度センサは、表示装置の筐体部に隠れるように配置するとよい。
【００３９】
バックライト装置の、前面に設けられる透過型の液晶表示パネルモジュールにも、液晶表
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示パネルの加熱、冷却を行う熱電素子、当該熱電素子を動作させる駆動回路、（カラー）
液晶表示パネルの温度状態をモニタする温度センサ、温度制御を行う温調器を含んでもよ
い。
【００４０】
バックライト装置側に設けられる熱電素子と、液晶表示パネルモジュール側に設けられる
熱電素子はそれぞれ温度センサ及び温調器を有し独立して動作させてもよいし、共通化し
一律で動作させてもよい。
【００４１】
バックライト装置と液晶表示パネルモジュールとは接して設けられてもよく、空間を空け
て配置されてもよい。液晶表示パネルモジュールとバックライト装置が接して設けられ、
バックライト装置側に設けられた熱電素子が液晶表示パネルモジュールと接する場合、液
晶表示パネルモジュールも熱電素子の冷却、加熱によって温度制御することができる。
【００４２】
また、液晶表示装置内に熱電モジュールを備え、液晶表示装置内の温度差を利用して、他
の発光ダイオードや熱電素子などの駆動に利用することができる。本発明は、効率よく冷
却及び加熱を行うことのできる熱電素子を筐体に含んで設けるため、液晶表示装置内で所
望の温度差を得られやすい。
【００４３】
バックライトユニットは、光源として、赤色、緑色、青色、白色などの各色の発光ダイオ
ード（ＬＥＤ）を用いることができる。各色の発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いることに
より、色再現性を高くすることができる。またさらに、光源として各色ＲＧＢの発光ダイ
オード（ＬＥＤ）を用いる場合、それらの数や配置を同じとする必要はない。例えば、発
光強度の低い色（例えば緑）を他の色の発光ダイオードより多く配置してもよい。
【００４４】
なおＲＧＢの発光ダイオードを有する場合、フィールドシーケンシャルモードを適用する
と、時間に応じてＲＧＢの発光ダイオードを順次点灯させることによりカラー表示を行う
ことができる。
【００４５】
発光ダイオードを用いると、輝度が高いため、大型表示装置に適する。また、ＲＧＢ各色
の色純度が良いため冷陰極管と比べて色再現性に優れており、配置面積を小さくすること
ができるため、小型表示装置に適応すると、狭額縁化を図ることができる。
【００４６】
また、例えば、大型表示装置に発光ダイオードを有するバックライト装置を搭載する場合
、発光ダイオードは表示装置の背面に配置することができる。このとき発光ダイオードは
、所定の間隔を維持し、各色の発光ダイオードを順に配置させることができる。発光ダイ
オードの配置により、色再現性を高めることができる。
【００４７】
特に、発光ダイオードを有するバックライト装置は、大型表示装置に適しており、大型表
示装置のコントラスト比を高めることにより、暗所でも質の高い映像を提供することがで
きる。
【００４８】
熱電素子を含む筐体の形状の異なる例を図２に示す。図２のように熱電素子を含む筐体１
２０がバックライトユニットから光が放射される表示パネル側にも、一部設けてもよい。
図２のように熱電素子を含む筐体１２０がバックライト装置を包み込むように設けると、
よりバックライトユニット全体を効率よく冷却、又は加熱でき、より温度ムラのない正確
な温度制御をすることができる。
【００４９】
また、表示装置を薄型化するために、バックライトユニットと表示パネルは接して設けら
れても良い。図２４に示す表示装置においてはバックライトユニットに設けられる熱電素
子を含む筐体が一部表示パネルに接している。バックライト装置と表示パネルが接して設
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けられる場合（非常に近接して設けられており一部が接する場合も同様）、バックライト
装置の温度変化の影響を表示パネルも受けやすくなる。筐体に含まれる熱電素子が表示パ
ネルに接して設けられると、熱電素子により表示パネル側も冷却、または加熱が行われ温
度制御をすることができる。
【００５０】
熱電素子を含む筐体の形状の異なる例を図３及び図４に示す。図３及び図４は熱電素子を
含む筐体１３０及び１４０がバックライトユニット及び表示パネル両方と接して設けられ
る例である。図４は図２のように熱電素子を含む筐体１４０が表示パネルの視認側の一部
を覆う構造であり、バックライトユニット及び表示パネルを包むような形状である。図３
及び図４のように熱電素子を含む筐体はバックライトユニットと表示パネルとを連続的に
覆っても良いし、バックライトユニット領域と表示パネル領域とでそれぞれ別の熱電素子
を含む筐体を不連続的に設けても良い。
【００５１】
また本発明で用いる発光ダイオードは樹脂などに覆われていても良く、図５に示すように
、発光ダイオードの周りに光を拡散するドーム（半球）状の樹脂カバーを設けてもよい。
また、発光ダイオードのカバーは逆テーパー状でもよく形状は限定されない。
【００５２】
また、液晶表示パネルモジュールには、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モード
、ＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モード、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆ
ｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モード、ＭＶＡ（Ｍｕｌｔｉ－ｄｏｍａｉｎ　Ｖｅｒｔ
ｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モード、ＰＶＡ（Ｐａｔｔｅｒｎｅｄ　Ｖｅｒｔｉｃａ
ｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モード、ＡＳＭ（Ａｘｉａｌｌｙ　Ｓｙｍｍｅｔｒｉｃ　ａｌ
ｉｇｎｅｄ　Ｍｉｃｒｏ－ｃｅｌｌ）モード、ＯＣＢ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｃｏｍｐｅｎｓ
ａｔｅｄ　Ｂｉｒｅｆｒｉｎｇｅｎｃｅ）モード、ＦＬＣ（Ｆｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒｉｃ
　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）モード、ＡＦＬＣ（ＡｎｔｉＦｅｒｒｏｅｌｅｃｔｒ
ｉｃ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ）モードなどを用いることができる。
【００５３】
本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑える事ができるため
、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えることが出来る。光源
の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフィルムの変形、変
質を抑える事が出来る。
【００５４】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【００５５】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【００５６】
（実施の形態２）
本実施の形態では、本発明を用いたバックライト装置及び、バックライト装置を具備する
表示装置の詳細について説明する。
【００５７】
図６に示す表示装置は、発光ダイオード２０１（発光素子２０１ａ、カバー２０１ｂ、端
子２０１ｃ）、熱導電性の接着材として機能する熱導電層２０２、メタルコア基板２０３
、熱電素子を含む筐体２００、反射シート２０４、導光板２０５、拡散板２０６、プリズ
ムシート２０７ａ、２０７ｂ、カラーセンサ２２０を含むバックライトユニット２３０、
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及び基板２１１、表示素子を含む層２１２、基板２１３、偏光板２１４、２１０、液晶表
示パネル駆動回路２３２を含む液晶表示パネル２３１を有している。さらにバックライト
ユニット２３０は、バックライトユニット領域における温度センサ２２１、温調器２２２
、熱電素子駆動回路２２３、発光ダイオード制御装置２２４、発光ダイオード駆動回路２
２５を有している。
【００５８】
メタルコア基板とは、基板の中間層に金属芯を配置した基板のことで、均熱性、機械強度
向上、シールド性等が特徴としてあげられる。メタルコア基板は、熱伝導性がよいため、
熱をメタルコアに集約することにより、その熱を一括して放熱する構造がとりやすい。
【００５９】
図６の発光ダイオードはドーム状のカバー２０１ｂを有しているが、発光ダイオードの形
状はそれに限定されず、逆テーパー形状でもよいし、複数の発光ダイオードを樹脂で覆っ
てもよい。本発明に適用することができる発光ダイオードの例を図１８に示す。
【００６０】
図１８（Ａ）における発光ダイオードは、発光素子４００が蛍光体４０２を含むカバー４
０１で覆われている構造である。カバー４０１は逆テーパー形状であり、カバー４０１の
周囲に隔壁を設けてもよい。蛍光体と発光素子の発光色との組み合わせによって、多様な
発光色を得ることができる。また、蛍光体として複数の種類を用いてもよい。
【００６１】
図１８（Ｂ）における発光ダイオードは、発光素子４１０が表面に凹凸を有するカバー４
１１で覆われている構造である。カバー４１１は表面に凹凸を有しているため、発光素子
４１０より放射された光は拡散する。凹凸の形状によって光の拡散方向や拡散量を制御す
ることができる。
【００６２】
図１８（Ｃ）における発光ダイオードは、発光素子４２０がカバー４２２及びカバー４２
１の積層で覆われている構造である。カバー４２２は光の拡散用として設けても良いし、
発光素子の保護膜として設けても良い。このように発光素子のカバーは複数積層してもよ
い。
【００６３】
図１８（Ｄ）における発光ダイオードは、発光素子４３０ａ、４３０ｂ、４３０ｃがカバ
ー４３１で覆われている構造である。このように複数の発光素子を同一のカバーで覆う構
造としてもよい。例えば、赤色発光ダイオードである発光素子４３０ａ、緑色発光ダイオ
ードである発光素子４３０ｂ、青色発光ダイオードである発光素子４３０ｃを組み合わせ
て同一のカバーで覆う構造としてもよい。発光ダイオードにおけるカバー部は、発光素子
に直接接さず、周囲を囲むように設けても良いし、発光素子に直接接して、膜として樹脂
などを形成しても良い。また、図１８（Ａ）のようにカバー４１１、４２１、４２２、４
３１にも蛍光体や他の拡散物質を含ませても良い。
【００６４】
本実施の形態の表示装置の動作機構の一例を図７のブロック図で説明する。液晶表示装置
２５０は、液晶表示パネル２３１及び液晶表示パネル駆動回路２３２を含む液晶表示パネ
ルモジュール２４１と、バックライトユニット２３０、バックライトユニット領域の温度
センサ２２１、温調器２２２、熱電素子駆動回路２２３、カラーセンサ２２０、発光ダイ
オード制御装置２２４、及び発光ダイオード駆動回路２２５を含むバックライトモジュー
ル２４２と、熱電モジュール２２６とを有している。
【００６５】
発光ダイオード駆動回路２２５によってバックライトユニット２３０内の発光ダイオード
を発光させ、バックライトユニット内に設けられたカラーセンサ２２０にて様々な固有の
色に発光する発光ダイオード（例えば、赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、青色
発光ダイオード）をそれぞれ所定の出力になっているかモニタし、発光ダイオード制御装
置２２４に情報をフィードバックして、発光ダイオード駆動回路２２５に出力する。
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【００６６】
また、バックライトユニット領域に設けられた温度センサ２２１によってバックライトユ
ニット２３０の温度を測定し、発光ダイオードの発熱状態をモニタする。発光ダイオード
が所定の温度外（以上、又は以下）になると、熱電素子駆動回路２２３によって熱電素子
を駆動させて発光ダイオードを冷却、又は加熱して、発光ダイオードを温度範囲外（高温
、又は低温）で駆動させないように、温調器２２２によって温度制御を行う。
【００６７】
また、液晶表示装置内に熱電モジュール２２６を備え、液晶表示装置内の温度差を利用し
て、他の発光ダイオードや熱電素子などの駆動に利用することができる。本発明は、効率
よく冷却及び加熱を行うことのできる熱電素子を筐体に含んで設けるため、液晶表示装置
内で所望の温度差を得られやすい。熱電モジュール２２６は、液晶表示装置内のどこに設
けても良く、液晶表示パネルモジュール領域でもバックライトモジュール領域でもよく、
両方の領域に跨って設けても良い。また液晶表示装置とは別に設ける構造としてもよい。
熱電モジュール、カラーセンサ、温度センサは複数設けてもよく、カラーセンサや温度セ
ンサを複数個所に設けると、より正確にモニタすることができる。
【００６８】
また、図８のように液晶表示パネルモジュール２４１にも熱電素子を設けても良い。この
場合、液晶表示パネル領域の温度センサ２３３、温調器２３４、熱電素子駆動回路２３５
を設ける。また、液晶表示パネル領域に設けられた温度センサ２３３によって液晶表示パ
ネル２３１の温度を測定しモニタする。液晶表示パネル２３１が所定の温度外（以上、又
は以下）になると、液晶表示パネル２３１に設けられた熱電素子駆動回路２３５によって
熱電素子を駆動させて液晶表示パネル２３１を冷却、又は加熱して、液晶表示パネル２３
１を所定の温度範囲内となるように、温調器２３４によって温度制御を行う。
【００６９】
図８は、バックライトユニット領域と液晶表示パネル領域とに、独立して熱電素子駆動回
路２３５、２２３を設ける構造である。熱電素子駆動回路は連動して動作させることもで
きるし、熱電素子駆動回路２３５は熱電素子を加熱するように動作させ、熱電素子駆動回
路２２３は熱電素子を冷却するように動作させるというように同時に異なった動作させる
こともできる。
【００７０】
図９は液晶表示パネルモジュール２４１内及びバックライトモジュール２４２内の熱電素
子を、共通の熱電素子駆動回路２４３で駆動させる例である。図９のように熱電素子駆動
回路を共通化して設けると、液晶表示装置が薄型化でき、コストダウンもできる利点はあ
る。
【００７１】
本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑える事ができるため
、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えることが出来る。光源
の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフィルムの変形、変
質を抑える事が出来る。
【００７２】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【００７３】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【００７４】
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（実施の形態３）
本実施の形態では、本発明のバックライト装置を具備し、結晶性半導体膜を有する薄膜ト
ランジスタを用いた液晶表示装置について説明する。
【００７５】
図１６（Ａ）は本発明に係る表示パネルの構成を示す上面図であり、絶縁表面を有する基
板２７００上に画素２７０２をマトリクス上に配列させた画素部２７０１、走査線側入力
端子２７０３、信号線側入力端子２７０４が形成されている。画素数は種々の規格に従っ
て設ければ良く、ＸＧＡであってＲＧＢを用いたフルカラー表示であれば１０２４×７６
８×３（ＲＧＢ）、ＵＸＧＡであってＲＧＢを用いたフルカラー表示であれば１６００×
１２００×３（ＲＧＢ）、フルスペックハイビジョンに対応させ、ＲＧＢを用いたフルカ
ラー表示であれば１９２０×１０８０×３（ＲＧＢ）とすれば良い。
【００７６】
画素２７０２は、走査線側入力端子２７０３から延在する走査線と、信号線側入力端子２
７０４から延在する信号線とが交差することで、マトリクス状に配設される。画素部２７
０１の画素それぞれには、スイッチング素子とそれに接続する画素電極層が備えられてい
る。スイッチング素子の代表的な一例はＴＦＴであり、ＴＦＴのゲート電極層側が走査線
と、ソース若しくはドレイン側が信号線と接続されることにより、個々の画素を外部から
入力する信号によって独立して制御可能としている。
【００７７】
図１６（Ａ）は、走査線及び信号線へ入力する信号を、外付けの駆動回路により制御する
表示パネルの構成を示しているが、図１７（Ａ）に示すように、ＣＯＧ（Ｃｈｉｐ　ｏｎ
　Ｇｌａｓｓ）方式によりドライバＩＣ２７５１を基板２７００上に実装しても良い。ま
た他の実装形態として、図１７（Ｂ）に示すようなＴＡＢ（Ｔａｐｅ　Ａｕｔｏｍａｔｅ
ｄ　Ｂｏｎｄｉｎｇ）方式を用いてもよい。ドライバＩＣは単結晶半導体基板に形成され
たものでも良いし、ガラス基板上にＴＦＴで回路を形成したものであっても良い。図１７
において、ドライバＩＣ２７５１は、ＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　ｐｒｉｎｔｅｄ　ｃｉ
ｒｃｕｉｔ）２７５０と接続している。
【００７８】
また、画素に設けるＴＦＴを結晶性を有する半導体で形成する場合には、図１６（Ｂ）に
示すように走査線側駆動回路３７０２を基板３７００上に形成することもできる。図１６
（Ｂ）において、画素部３７０１は、信号線側入力端子３７０４と接続した図１６（Ａ）
と同様に外付けの駆動回路により制御する。画素に設けるＴＦＴを移動度の高い、多結晶
（微結晶）半導体、単結晶半導体などで形成する場合は、図１６（Ｃ）に示すように、画
素部４７０１、走査線駆動回路４７０２と、信号線駆動回路４７０４を基板４７００上に
一体形成することもできる。
【００７９】
図２３は、本発明のバックライトユニットを具備する液晶表示装置の上面図であり、図１
４は図２３の線Ｃ－Ｄにおける断面図である。
【００８０】
図２３及び図１４で示すように、画素領域６０６、走査線駆動回路である駆動回路領域６
０８ａ、走査線駆動領域である駆動回路領域６０８ｂが、シール材６９２によって、基板
６００と対向基板６９５との間に封止され、基板６００上にＩＣドライバによって形成さ
れた信号線駆動回路である駆動回路領域６０７が設けられている。画素領域６０６にはト
ランジスタ６２２及び容量素子６２３が設けられ、駆動回路領域６０８ｂにはトランジス
タ６２０及びトランジスタ６２１を有する駆動回路が設けられている。
【００８１】
基板６００及び対向基板６９５は、透光性を有する絶縁性基板（以下、透光性基板とも記
す）とする。特に可視光の波長領域において透光性を有する。例えば、バリウムホウケイ
酸ガラスや、アルミノホウケイ酸ガラスなどのガラス基板、石英基板等を用いることがで
きる。また、ポリエチレン－テレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレンナフタレート（Ｐ
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ＥＮ）、ポリエーテルサルフォン（ＰＥＳ）、ポリカーボネート（ＰＣ）に代表されるプ
ラスチックや、アクリル等の可撓性を有する合成樹脂からなる基板を適用することができ
る。また、フィルム（ポリプロピレン、ポリエステル、ビニル、ポリフッ化ビニル、塩化
ビニルなどからなる）、基材フィルム（ポリエステル、ポリアミド、無機蒸着フィルム等
）などを用いることもできる。また一般的に合成樹脂からなる基板は、他の基板と比較し
て耐熱温度が低いことが懸念されるが、耐熱性の高い基板を用いた作製工程の後、転置す
ることによっても採用することが可能となる。
【００８２】
画素領域６０６には、基板６００上に、下地膜６０４ａ、下地膜６０４ｂを介してスイッ
チング素子となるトランジスタ６２２が設けられている。本実施の形態では、トランジス
タ６２２にマルチゲート型薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を用い、ソース領域及びドレイン
領域として機能する不純物領域を有する半導体層、ゲート絶縁層、２層の積層構造である
ゲート電極層、ソース電極層及びドレイン電極層を有し、ソース電極層又はドレイン電極
層は、半導体層の不純物領域と画素電極層６３０に接して電気的に接続している。薄膜ト
ランジスタは、多くの方法で作製することができる。例えば、活性層として、結晶性半導
体膜を適用する。結晶性半導体膜上には、ゲート絶縁膜を介してゲート電極が設けられる
。該ゲート電極を用いて該活性層へ不純物元素を添加することができる。このようにゲー
ト電極を用いた不純物元素の添加により、不純物元素添加のためのマスクを形成する必要
はない。ゲート電極は、単層構造、又は積層構造を有することができる。不純物領域は、
その濃度を制御することにより高濃度不純物領域及び低濃度不純物領域とすることができ
る。このように低濃度不純物領域を有する薄膜トランジスタを、ＬＤＤ（Ｌｉｇｈｔ　ｄ
ｏｐｅｄ　ｄｒａｉｎ）構造と呼ぶ。また低濃度不純物領域は、ゲート電極と重なるよう
に形成することができ、このような薄膜トランジスタを、ＧＯＬＤ（Ｇａｔｅ　Ｏｖｅｒ
ｌａｐｐｅｄ　ＬＤＤ）構造と呼ぶ。また薄膜トランジスタの極性は、不純物領域にリン
（Ｐ）等を用いることによりｎ型とする。ｐ型とする場合は、ボロン（Ｂ）等を添加すれ
ばよい。その後、ゲート電極等を覆う絶縁膜６１１及び絶縁膜６１２を形成する。絶縁膜
６１１（及び絶縁膜６１２）に混入された水素元素により、結晶性半導体膜のダングリン
グボンドを終端することができる。
【００８３】
さらに平坦性を高めるため、層間絶縁膜として絶縁膜６１５、絶縁膜６１６を形成しても
よい。絶縁膜６１５、絶縁膜６１６には、有機材料、又は無機材料、若しくはそれらの積
層構造を用いることができる。例えば酸化珪素、窒化珪素、酸化窒化珪素、窒化酸化珪素
、窒化アルミニウム、酸化窒化アルミニウム、窒素含有量が酸素含有量よりも多い窒化酸
化アルミニウムまたは酸化アルミニウム、ダイアモンドライクカーボン（ＤＬＣ）、ポリ
シラザン、窒素含有炭素（ＣＮ）、ＰＳＧ（リンガラス）、ＢＰＳＧ（リンボロンガラス
）、アルミナ、その他の無機絶縁性材料を含む物質から選ばれた材料で形成することがで
きる。また、有機絶縁性材料を用いてもよく、有機材料としては、感光性、非感光性どち
らでも良く、ポリイミド、アクリル、ポリアミド、ポリイミドアミド、レジスト又はベン
ゾシクロブテン、シロキサン樹脂などを用いることができる。なお、シロキサン樹脂とは
、Ｓｉ－Ｏ－Ｓｉ結合を含む樹脂に相当する。シロキサンは、シリコン（Ｓｉ）と酸素（
Ｏ）との結合で骨格構造が構成される。置換基として、少なくとも水素を含む有機基（例
えばアルキル基、芳香族炭化水素）が用いられる。置換基として、フルオロ基を用いても
よい。または置換基として、少なくとも水素を含む有機基と、フルオロ基とを用いてもよ
い。
る。
【００８４】
また結晶性半導体膜を用いることにより、画素領域と駆動回路領域を同一基板上に一体形
成することができる。その場合、画素部のトランジスタと、駆動回路領域６０８ｂのトラ
ンジスタとは同時に形成される。駆動回路領域６０８ｂに用いるトランジスタは、ＣＭＯ
Ｓ回路を構成する。ＣＭＯＳ回路を構成する薄膜トランジスタは、ＧＯＬＤ構造であるが
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、トランジスタ６２２のようなＬＤＤ構造を用いることもできる。
【００８５】
本実施の形態に限定されず、画素領域の薄膜トランジスタはチャネル形成領域が一つ形成
されるシングルゲート構造でも、二つ形成されるダブルゲート構造もしくは三つ形成され
るトリプルゲート構造であっても良い。また、周辺駆動回路領域の薄膜トランジスタも、
シングルゲート構造、ダブルゲート構造もしくはトリプルゲート構造であっても良い。
【００８６】
なお、本実施の形態で示した薄膜トランジスタの作製方法に限らず、トップゲート型（例
えば順スタガ型）、ボトムゲート型（例えば、逆スタガ型）、あるいはチャネル領域の上
下にゲート絶縁膜を介して配置された２つのゲート電極層を有する、デュアルゲート型や
その他の構造においても適用できる。
【００８７】
次に、画素電極層６３０及び絶縁膜６１６を覆うように、印刷法や液滴吐出法により、配
向膜と呼ばれる絶縁層６３１を形成する。なお、絶縁層６３１は、スクリーン印刷法やオ
フセット印刷法を用いれば、選択的に形成することができる。その後、ラビング処理を行
う。このラビング処理は液晶のモード、例えばＶＡモードのときには処理を行わないとき
がある。配向膜として機能する絶縁層６３３も絶縁層６３１と同様である。続いて、シー
ル材６９２を液滴吐出法により画素を形成した周辺の領域に形成する。
【００８８】
その後、配向膜として機能する絶縁層６３３、対向電極として機能する導電層６３４、カ
ラーフィルタとして機能する着色層６３５が設けられた対向基板６９５と、ＴＦＴ基板で
ある基板６００とをスペーサ６３７を介して貼り合わせ、その空隙に液晶層６３２を設け
る。その後、対向基板６９５の外側に偏光板６４１を設け、基板６００の素子を有する面
と反対側にも偏光板６４３を設ける。偏光板は、接着層によって基板に設けることができ
る。また偏光板と、基板との間に位相差板を設けてもよい。シール材にはフィラーが混入
されていても良く、さらに対向基板６９５には、遮蔽膜（ブラックマトリクス）などが形
成されていても良い。なお、カラーフィルタ等は、液晶表示装置をフルカラー表示とする
場合、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）を呈する材料から形成すればよく、モノカラ
ー表示とする場合、着色層を無くす、もしくは少なくとも一つの色を呈する材料から形成
すればよい。
【００８９】
なお、バックライト装置にＲＧＢの発光ダイオード（ＬＥＤ）等を配置し、時分割により
カラー表示する継時加法混色法（フィールドシーケンシャル法）を採用するときには、カ
ラーフィルタを設けない場合がある。ブラックマトリクスは、トランジスタやＣＭＯＳ回
路の配線による外光の反射を低減するため、トランジスタやＣＭＯＳ回路と重なるように
設けるとよい。なお、ブラックマトリクスは、容量素子に重なるように形成してもよい。
容量素子を構成する金属膜による反射を防止することができるからである。
【００９０】
液晶層を形成する方法として、ディスペンサ式（滴下式）や、素子を有する基板６００と
対向基板６９５とを貼り合わせてから毛細管現象を用いて液晶を注入する注入法を用いる
ことができる。滴下法は、注入法を適用しづらい大型基板を扱うときに適用するとよい。
【００９１】
スペーサは数μｍの粒子を散布して設ける方法でも良いが、本実施の形態では基板全面に
樹脂膜を形成した後これをエッチング加工して形成する方法を採用した。このようなスペ
ーサの材料を、スピナーで塗布した後、露光と現像処理によって所定のパターンに形成す
る。さらにクリーンオーブンなどで１５０～２００℃で加熱して硬化させる。このように
して作製されるスペーサは露光と現像処理の条件によって形状を異ならせることができる
が、好ましくは、スペーサの形状は柱状で頂部が平坦な形状となるようにすると、対向側
の基板を合わせたときに液晶表示装置としての機械的な強度を確保することができる。形
状は円錐状、角錐状などを用いることができ、特別な限定はない。
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【００９２】
続いて、画素領域と電気的に接続されている端子電極層６７８に、異方性導電体層６９６
を介して、接続用の配線基板であるＦＰＣ６９４を設ける。ＦＰＣ６９４は、外部からの
信号や電位を伝達する役目を担う。上記工程を経て、表示機能を有する液晶表示装置を作
製することができる。
【００９３】
なおトランジスタが有する配線、ゲート電極層、画素電極層６３０、対向電極層である導
電層６３４は、インジウム錫酸化物（ＩＴＯ）、酸化インジウムに酸化亜鉛（ＺｎＯ）を
混合したＩＺＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）、酸化インジウムに酸化珪素（
ＳｉＯ２）を混合した導電材料、有機インジウム、有機スズ、酸化タングステンを含むイ
ンジウム酸化物、酸化タングステンを含むインジウム亜鉛酸化物、酸化チタンを含むイン
ジウム酸化物、酸化チタンを含むインジウム錫酸化物などを用いることができる。また、
タングステン（Ｗ）、モリブデン（Ｍｏ）、ジルコニウム（Ｚｒ）、ハフニウム（Ｈｆ）
、バナジウム（Ｖ）、ニオブ（Ｎｂ）、タンタル（Ｔａ）、クロム（Ｃｒ）、コバルト（
Ｃｏ）、ニッケル（Ｎｉ）、チタン（Ｔｉ）、白金（Ｐｔ）、アルミニウム（Ａｌ）、銅
（Ｃｕ）、銀（Ａｇ）等の金属又はその合金、若しくはその金属窒化物から選ぶことがで
きる。
【００９４】
図１４に示す表示装置の具備するバックライトユニットは、発光ダイオード６５１、熱電
素子を含む筐体６５０、反射シート６５２、導光板６５３、拡散板６５４、プリズムシー
ト６５５、カラーセンサ６５６を含む。
【００９５】
本実施の形態は、バックライト装置の光源として発光ダイオードを用い、発光ダイオード
を保持する筐体には発光ダイオードを囲むように（発光ダイオードの下及び周囲４方）熱
電素子が設けられており、熱電素子の冷却及び加熱により、バックライト装置内の温度調
節を行う。熱電素子とは熱と電気が関係した現象を利用して，熱エネルギーと電気エネル
ギーを変換する金属や半導体の素子のことであり、本発明に用いることのできる熱電素子
としてペルチェ素子などがあげられる。
【００９６】
発光ダイオードの発光により、バックライト装置内では温度変化が生じる。バックライト
装置内に温度状態をモニタする温度センサを設け、熱電素子を動作させる駆動回路によっ
て熱電素子による冷却、又は加熱を行い、温調器にて温度制御を行う。さらに発光ダイオ
ードの出力をモニタするカラーセンサを設け、発光ダイオードの出力を制御する発光ダイ
オード制御装置によって、発光ダイオードの出力はコントロールし、発光ダイオードは発
光ダイオード駆動回路によって駆動される。
【００９７】
バックライト装置の前面に設けられる透過型の液晶表示パネルモジュールにも、液晶表示
パネルの加熱、冷却を行う熱電素子、当該熱電素子を動作させる駆動回路、（カラー）液
晶表示パネルの温度状態をモニタする温度センサ、温度制御を行う温調器を含んでもよい
。
【００９８】
バックライト装置側に設けられる熱電素子と、液晶表示パネルモジュール側に設けられる
熱電素子はそれぞれ温度センサ及び温調器を有し独立して動作させてもよいし、共通化し
一律で動作させてもよい。
【００９９】
バックライト装置と液晶表示パネルモジュールとは接して設けられてもよく、空間を空け
て配置されてもよい。液晶表示パネルモジュールとバックライト装置が接して設けられ、
バックライト装置側に設けられた熱電素子が液晶表示パネルモジュールと接する場合、液
晶表示パネルモジュールも熱電素子の冷却、加熱によって温度制御することができる。
【０１００】
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また、液晶表示装置内に熱電モジュールを備え、液晶表示装置内の温度差を利用して、他
の発光ダイオードや熱電素子などの駆動に利用することができる。本発明は、効率よく冷
却及び加熱を行うことのできる熱電素子を筐体に含んで設けるため、液晶表示装置内で所
望の温度差を得られやすい。
【０１０１】
本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑える事ができるため
、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えることが出来る。光源
の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフィルムの変形、変
質を抑える事が出来る。
【０１０２】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【０１０３】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【０１０４】
本実施の形態は、上記の実施の形態と自由に組み合わせることができる。
【０１０５】
（実施の形態４）
本実施の形態では、本発明のバックライト装置を具備し、非晶質半導体膜を有する薄膜ト
ランジスタを用いた液晶表示装置について説明する。
【０１０６】
図１５に示す表示装置は、基板３００上に、画素領域に逆スタガ型薄膜トランジスタであ
るトランジスタ３２０、画素電極層３０１、絶縁層３０２、絶縁層３０３、液晶層３０４
、スペーサ３８１、絶縁層３０５、対向電極層３０６、カラーフィルタ３０８、ブラック
マトリクス３０７、対向基板３１０、偏光板３３１、偏光板３３３、封止領域にシール材
３８２、端子電極層３８７、異方性導電層３８５、ＦＰＣ３８６が設けられている。
【０１０７】
本実施の形態で作製される逆スタガ型薄膜トランジスタであるトランジスタ３２０のゲー
ト電極層、ソース電極層、及びドレイン電極層は液滴吐出法によって形成されている。液
滴吐出法は、液状の導電性材料を有する組成物を吐出し、乾燥や焼成によって固化し、導
電層や電極層を形成する方法である。絶縁性材料を含む組成物を吐出し、乾燥や焼成によ
って固化すれば絶縁層も形成することができる。選択的に導電層や絶縁層などの表示装置
の構成物を形成することができるので、工程が簡略化し、材料のロスが防げるので、低コ
ストで生産性良く表示装置を作製することができる。
【０１０８】
本実施の形態では、半導体層として非晶質半導体を用いており、一導電性型を有する半導
体層は必要に応じて形成すればよい。本実施の形態では、半導体層と一導電型を有する半
導体層として非晶質ｎ型半導体層を積層する。またｎ型半導体層を形成し、ｎチャネル型
薄膜トランジスタのＮＭＯＳ構造、ｐ型半導体層を形成したｐチャネル型薄膜トランジス
タのＰＭＯＳ構造、ｎチャネル型薄膜トランジスタとｐチャネル型薄膜トランジスタとの
ＣＭＯＳ構造を作製することができる。
【０１０９】
また、導電性を付与するために、導電性を付与する元素をドーピングによって添加し、不
純物領域を半導体層に形成することで、ｎチャネル型薄膜トランジスタ、Ｐチャネル型薄
膜トランジスタを形成することもできる。ｎ型半導体層を形成するかわりに、ＰＨ３ガス
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によるプラズマ処理を行うことによって、半導体層に導電性を付与してもよい。
【０１１０】
本実施の形態では、トランジスタ３２０はｎチャネル型の逆スタガ型薄膜トランジスタと
なっている。また、半導体層のチャネル領域上に保護層を設けたチャネル保護型の逆スタ
ガ型薄膜トランジスタを用いることもできる。
【０１１１】
また、半導体として、有機半導体材料を用い、蒸着法、印刷法、スプレー法、スピン塗布
法、液滴吐出法、ディスペンサ法などで半導体層を形成することができる。この場合、エ
ッチング工程が必ずしも必要ないため、工程数を削減することが可能である。有機半導体
としては、ペンタセン等の低分子材料、高分子材料などが用いられ、有機色素、導電性高
分子材料などの材料も用いることができる。本発明に用いる有機半導体材料としては、そ
の骨格が共役二重結合から構成されるπ電子共役系の高分子材料が望ましい。代表的には
、ポリチオフェン、ポリフルオレン、ポリ（３－アルキルチオフェン）、ポリチオフェン
誘導体等の液体に可溶性の高分子材料を用いることができる。
【０１１２】
図１５に示す表示装置の具備するバックライトユニットは、発光ダイオード３５１、熱電
素子を含む筐体３５０、反射シート３５２、導光板３５３、拡散板３５４、プリズムシー
ト３５５、カラーセンサ３５６を含む。
【０１１３】
本実施の形態は、バックライト装置の光源として発光ダイオードを用い、発光ダイオード
を保持する筐体には発光ダイオードを囲むように（発光ダイオードの下及び周囲４方）熱
電素子が設けられており、熱電素子の冷却及び加熱により、バックライト装置内の温度調
節を行う。熱電素子とは熱と電気が関係した現象を利用して，熱エネルギーと電気エネル
ギーを変換する金属や半導体の素子のことであり、本発明に用いることのできる熱電素子
としてペルチェ素子などがあげられる。
【０１１４】
発光ダイオードの発光により、バックライト装置内では温度変化が生じる。バックライト
装置内に温度状態をモニタする温度センサを設け、熱電素子を動作させる駆動回路によっ
て熱電素子による冷却、又は加熱を行い、温調器にて温度制御を行う。さらに発光ダイオ
ードの出力をモニタするカラーセンサを設け、発光ダイオードの出力を制御する発光ダイ
オード制御装置によって、発光ダイオードの出力はコントロールし、発光ダイオードは発
光ダイオード駆動回路によって駆動される。
【０１１５】
バックライト装置の、前面に設けられる透過型の液晶表示パネルモジュールにも、液晶表
示パネルの加熱、冷却を行う熱電素子、当該熱電素子を動作させる駆動回路、（カラー）
液晶表示パネルの温度状態をモニタする温度センサ、温度制御を行う温調器を含んでもよ
い。
【０１１６】
バックライト装置側に設けられる熱電素子と、液晶表示パネルモジュール側に設けられる
熱電素子はそれぞれ温度センサ及び温調器を有し独立して動作させてもよいし、共通化し
同時に動作させてもよい。
【０１１７】
バックライト装置と液晶表示パネルモジュールとは接して設けられてもよく、空間を空け
て配置されてもよい。液晶表示パネルモジュールとバックライト装置が接して設けられ、
バックライト装置側に設けられた熱電素子が液晶表示パネルモジュールと接する場合、液
晶表示パネルモジュールも熱電素子の冷却、加熱によって温度制御することができる。
【０１１８】
また、液晶表示装置内に熱電モジュールを備え、液晶表示装置内の温度差を利用して、他
の発光ダイオードや熱電素子などの駆動に利用することができる。本発明は、効率よく冷
却及び加熱を行うことのできる熱電素子を筐体に含んで設けるため、液晶表示装置内で所
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望の温度差を得られやすい。
【０１１９】
本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑える事ができるため
、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えることが出来る。光源
の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフィルムの変形、変
質を抑える事が出来る。
【０１２０】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【０１２１】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【０１２２】
本実施の形態は、上記の実施の形態と自由に組み合わせることができる。
【０１２３】
（実施の形態５）
本実施の形態では、本発明を用いたバックライト装置及び、バックライト装置を具備する
表示装置の他の構成例について説明する。
【０１２４】
本発明のバックライト装置は、図２５（Ａ）（Ｂ）のようなサイドライト方式（エッジラ
イト方式ともいう）とすることもできる。
【０１２５】
図２５（Ａ）の表示装置は、液晶表示パネルモジュール４５９、熱電素子を含む筐体４５
０、発光ダイオード４５１ａ、４５１ｂ、反射シート４５２ａ、４５２ｂ、４５２ｃ、拡
散板４５４、プリズムシート４５５を含む。発光ダイオード４５１ａ、４５１ｂは熱電素
子を含む筐体４５０の側部に設けられている。反射シート４５２ａ、４５２ｂ、４５２ｃ
は、発光ダイオード４５１ａ、４５１ｂより放射された光を反射し液晶表示パネルモジュ
ール側に放射させる。反射シート４５２ａは、効率よく光をバックライト装置内に伝搬で
きるように反射するように中央に凸部を有している。
【０１２６】
図２５（Ｂ）の表示装置は、液晶表示パネルモジュール４７９、熱電素子を含む筐体４７
０、発光ダイオード４７１ａ、４７１ｂ、導光板４７３、拡散板４７４、プリズムシート
４７５を含む。発光ダイオード４７１ａ、４７１ｂは熱電素子を含む筐体４７０の側部に
設けられている。導光板４７３は、発光ダイオード４７１ａ、４７１ｂより放射された光
をバックライト装置内に伝搬し、液晶表示パネルモジュール側に放射させる。
【０１２７】
図２５（Ｃ）の表示装置は、液晶表示パネルモジュール４６９、熱電素子を含む筐体４６
０、発光ダイオード４６１、反射シート４６２ａ、４６２ｂ、４６２ｃ、４６２ｄ、導光
板４６３ａ、４６３ｂ、拡散板４６４、プリズムシート４６５を含む。発光ダイオード４
６１は熱電素子を含む筐体４６０の底部に設けられている。反射シート４６２ａ、４６２
ｂは、発光ダイオード４６１より放射された光を反射し、導光板４６３ａに伝搬する。導
光板４６３ａを伝搬する光は反射シート４６２ｃで反射され、導光板４６３ｂに伝搬され
、反射シート４６２ｄによって、液晶表示パネルモジュール側に放射される。
【０１２８】
本発明で用いる複数の発光ダイオードは、異なる発光色に発光する発光ダイオードを用い
ることができ、例えば赤色発光ダイオード、緑色発光ダイオード、及び青色発光ダイオー
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ドを含むことができる。より具体的には、複数の発光ダイオードは６２５ｎｍ±１０ｎｍ
が発光色の波長のピークである第１の発光ダイオード、５３０ｎｍ±１５ｎｍが発光色の
波長のピークである第２の発光ダイオード、及び４５５ｎｍ±１０ｎｍが発光色の波長の
ピークである第３の発光ダイオードを含むことができる。
【０１２９】
本実施の形態は、バックライト装置の光源として発光ダイオードを用い、発光ダイオード
を保持する筐体には発光ダイオードを囲むように熱電素子が設けられており、熱電素子の
冷却及び加熱により、バックライト装置内の温度調節を行う。熱電素子とは熱と電気が関
係した現象を利用して，熱エネルギーと電気エネルギーを変換する金属や半導体の素子の
ことであり、本発明に用いることのできる熱電素子としてペルチェ素子などがあげられる
。
【０１３０】
発光ダイオードの発光により、バックライト装置内では温度変化が生じる。バックライト
装置内に温度状態をモニタする温度センサを設け、熱電素子を動作させる駆動回路によっ
て熱電素子による冷却、又は加熱を行い、温調器にて温度制御を行う。さらに発光ダイオ
ードの出力をモニタするカラーセンサを設け、発光ダイオードの出力を制御する発光ダイ
オード制御装置によって、発光ダイオードの出力はコントロールし、発光ダイオードは発
光ダイオード駆動回路によって駆動される。
【０１３１】
バックライト装置の、前面に設けられる透過型の液晶表示パネルモジュールにも、液晶表
示パネルの加熱、冷却を行う熱電素子、当該熱電素子を動作させる駆動回路、（カラー）
液晶表示パネルの温度状態をモニタする温度センサ、温度制御を行う温調器を含んでもよ
い。
【０１３２】
バックライト装置側に設けられる熱電素子と、液晶表示パネルモジュール側に設けられる
熱電素子はそれぞれ温度センサ及び温調器を有し独立して動作させてもよいし、共通化し
一律で動作させてもよい。
【０１３３】
バックライト装置と液晶表示パネルモジュールとは接して設けられてもよく、空間を空け
て配置されてもよい。液晶表示パネルモジュールとバックライト装置が接して設けられ、
バックライト装置側に設けられた熱電素子が液晶表示パネルモジュールと接する場合、液
晶表示パネルモジュールも熱電素子の冷却、加熱によって温度制御することができる。
【０１３４】
また、液晶表示装置内に熱電モジュールを備え、液晶表示装置内の温度差を利用して、他
の発光ダイオードや熱電素子などの駆動に利用することができる。本発明は、効率よく冷
却及び加熱を行うことのできる熱電素子を筐体に含んで設けるため、液晶表示装置内で所
望の温度差を得られやすい。
【０１３５】
本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑える事ができるため
、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えることが出来る。光源
の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフィルムの変形、変
質を抑える事が出来る。
【０１３６】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【０１３７】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
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置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【０１３８】
本実施の形態は、上記の実施の形態と自由に組み合わせることができる。
【０１３９】
（実施の形態６）
本実施の形態では、表示装置が有する各回路等の動作について説明する。
【０１４０】
図１９には、表示装置の画素部５０５及び駆動回路部５０８のシステムブロック図を示す
。
【０１４１】
画素部５０５は、複数の画素を有し、各画素となる信号線５１２と、走査線５１０との交
差領域には、スイッチング素子が設けられている。スイッチング素子により液晶分子の傾
きを制御するための電圧の印加を制御することができる。このように各交差領域にスイッ
チング素子が設けられた構造をアクティブ型と呼ぶ。本発明の画素部は、このようなアク
ティブ型に限定されず、パッシブ型の構成を有してもよい。パッシブ型は、各画素にスイ
ッチング素子がないため、工程が簡便である。
【０１４２】
駆動回路部５０８は、制御回路５０２、信号線駆動回路５０３、走査線駆動回路５０４を
有する。映像信号５０１が入力される制御回路５０２は、画素部５０５の表示内容に応じ
て、階調制御を行う機能を有する。そのため、制御回路５０２は、生成された信号を信号
線駆動回路５０３、及び走査線駆動回路５０４に入力する。そして、走査線駆動回路５０
４に基づき、走査線５１０を介してスイッチング素子が選択されると、選択された交差領
域の画素電極に電圧が印加される。この電圧の値は、信号線駆動回路５０３から信号線を
介して入力される信号に基づき決定される。
【０１４３】
さらに、制御回路５０２では、照明手段５０６へ供給する電力を制御する信号が生成され
、該信号は、照明手段５０６の電源５０７に入力される。照明手段には、上記実施の形態
で示したバックライトユニットを用いることができる。なお照明手段はバックライト装置
以外にフロントライトもある。フロントライトとは、画素部の前面側に取りつけ、全体を
照らす発光体および導光体で構成された板状のライトユニットである。このような照明手
段により、低消費電力で、均等に画素部を照らすことができる。
【０１４４】
図１９（Ｂ）に示すように走査線駆動回路５０４は、シフトレジスタ５４１、レベルシフ
タ５４２、バッファ５４３として機能する回路を有する。シフトレジスタ５４１にはゲー
トスタートパルス（ＧＳＰ）、ゲートクロック信号（ＧＣＫ）等の信号が入力される。な
お、本発明の走査線駆動回路は、図１９（Ｂ）に示す構成に限定されない。
【０１４５】
また図１９（Ｃ）に示すように信号線駆動回路５０３は、シフトレジスタ５３１、第１の
ラッチ５３２、第２のラッチ５３３、レベルシフタ５３４、バッファ５３５として機能す
る回路を有する。バッファ５３５として機能する回路とは、弱い信号を増幅させる機能を
有する回路であり、オペアンプ等を有する。レベルシフタ５３４には、スタートパルス（
ＳＳＰ）等の信号が、第１のラッチ５３２にはビデオ信号等のデータ（ＤＡＴＡ）が入力
される。第２のラッチ５３３にはラッチ（ＬＡＴ）信号を一時保持することができ、一斉
に画素部５０５へ入力させる。これを線順次駆動と呼ぶ。そのため、線順次駆動ではなく
、点順次駆動を行う画素であれば、第２のラッチは不要とすることができる。このように
、本発明の信号線駆動回路は図１９（Ｃ）に示す構成に限定されない。
【０１４６】
このような信号線駆動回路５０３、走査線駆動回路５０４、画素部５０５は、同一基板状
に設けられた半導体素子によって形成することができる。半導体素子は、ガラス基板に設
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けられた薄膜トランジスタを用いて形成することができる。この場合、半導体素子には結
晶性半導体膜を適用するとよい（上記実施の形態５参照）。結晶性半導体膜は、電気特性
、特に移動度が高いため、駆動回路部が有する回路を構成することができる。また、信号
線駆動回路５０３や走査線駆動回路５０４は、ＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕ
ｉｔ）チップを用いて、基板上に実装することもできる。この場合、画素部の半導体素子
には非晶質半導体膜を適用することができる（上記実施の形態５参照）。
【０１４７】
このような表示装置において、バックライト装置の光源として発光ダイオードを用い、発
光ダイオードを保持する筐体には発光ダイオードを囲むように（発光ダイオードの下及び
周囲４方）熱電素子が設けられており、熱電素子の冷却及び加熱により、バックライト装
置内の温度調節を行う。本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱
を抑える事ができるため、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑
えることが出来る。光源の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリ
ズムフィルムの変形、変質を抑える事が出来る。
【０１４８】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【０１４９】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【０１５０】
（実施の形態７）
本発明によって形成される表示装置によって、テレビジョン装置（単にテレビ、又はテレ
ビジョン受信機ともよぶ）を完成させることができる。図２０はテレビジョン装置の主要
な構成を示すブロック図を示している。表示パネルには、図１６（Ａ）で示すような構成
として画素部７０１のみが表示パネルに形成されて走査線駆動回路７０３と信号線駆動回
路７０２とが、図１７（Ｂ）のようなＴＡＢ方式により実装される場合と、図１７（Ａ）
のようなＣＯＧ方式により実装される場合と、図１６（Ｂ）に示すようにＴＦＴを形成し
、画素部７０１と走査線駆動回路７０３を基板上に形成し信号線駆動回路７０２を別途ド
ライバＩＣとして実装する場合、また図１７（Ｃ）で示すように画素部７０１と信号線駆
動回路７０２と走査線駆動回路７０３を基板上に一体形成する場合などがあるが、どのよ
うな形態としても良い。
【０１５１】
その他の外部回路の構成として、映像信号の入力側では、チューナ７０４で受信した信号
のうち、映像信号を増幅する映像信号増幅回路７０５と、そこから出力される信号を赤、
緑、青の各色に対応した色信号に変換する映像信号処理回路７０６と、その映像信号をド
ライバＩＣの入力仕様に変換するためのコントロール回路７０７などからなっている。コ
ントロール回路７０７は、走査線側と信号線側にそれぞれ信号が出力する。デジタル駆動
する場合には、信号線側に信号分割回路７０８を設け、入力デジタル信号をｍ個に分割し
て供給する構成としても良い。
【０１５２】
チューナ７０４で受信した信号のうち、音声信号は、音声信号増幅回路７０９に送られ、
その出力は音声信号処理回路７１０を経てスピーカー７１３に供給される。制御回路７１
１は受信局（受信周波数）や音量の制御情報を入力部７１２から受け、チューナ７０４や
音声信号処理回路７１０に信号を送出する。
【０１５３】
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これらの液晶表示パネルモジュールを、図２１（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）に示すように、筐
体に組みこんで、テレビジョン装置を完成させることができる。図２１（Ａ）において、
表示モジュールにより主画面２００３が形成され、その他付属設備としてスピーカー部２
００９、操作スイッチなどが備えられている。このように、本発明によりテレビジョン装
置を完成させることができる。
【０１５４】
筐体２００１に表示用パネル２００２が組みこまれ、受信機２００５により一般のテレビ
放送の受信をはじめ、モデム２００４を介して有線又は無線による通信ネットワークに接
続することにより一方向（送信者から受信者）又は双方向（送信者と受信者間、又は受信
者間同士）の情報通信をすることもできる。テレビジョン装置の操作は、筐体に組みこま
れたスイッチ又は別体のリモコン装置２００６により行うことが可能であり、このリモコ
ン装置にも出力する情報を表示する表示部２００７が設けられていても良い。
【０１５５】
また、テレビジョン装置にも、主画面２００３の他にサブ画面２００８を第２の表示用パ
ネルで形成し、チャネルや音量などを表示する構成が付加されていても良い。この構成に
おいて、主画面２００３及びサブ画面２００８を本発明の液晶表示用パネルで形成するこ
とができ、主画面２００３を視野角の優れたＥＬ表示用パネルで形成し、サブ画面を低消
費電力で表示可能な液晶表示用パネルで形成しても良い。また、低消費電力化を優先させ
るためには、主画面２００３を液晶表示用パネルで形成し、サブ画面をＥＬ表示用パネル
で形成し、サブ画面は点滅可能とする構成としても良い。本発明を用いると、このような
大型基板を用いて、多くのＴＦＴや電子部品を用いても、信頼性の高い表示装置とするこ
とができる。
【０１５６】
図２１（Ｂ）は例えば２０～８０インチの大型の表示部を有するテレビジョン装置であり
、筐体２０１０、操作部であるキーボード部２０１２、表示部２０１１、スピーカー部２
０１３等を含む。本発明は、表示部２０１１の作製に適用される。図２１（Ｂ）の表示部
は、わん曲可能な物質を用いているので、表示部がわん曲したテレビジョン装置となって
いる。このように表示部の形状を自由に設計することができるので、所望な形状のテレビ
ジョン装置を作製することができる。
【０１５７】
図２１（Ｃ）は例えば２０～８０インチの大型の表示部を有するテレビジョン装置であり
、筐体２０３０、表示部２０３１、操作部であるリモコン装置２０３２、スピーカー部２
０３３等を含む。本発明は、表示部２０３１の作製に適用される。図２１（Ｃ）のテレビ
ジョン装置は、壁かけ型となっており、設置するスペースを広く必要としない。
【０１５８】
勿論、本発明はテレビジョン装置に限定されず、パーソナルコンピュータのモニタをはじ
め、鉄道の駅や空港などにおける情報表示盤や、街頭における広告表示盤など特に大面積
の表示媒体として様々な用途に適用することができる。
【０１５９】
（実施の形態８）
本発明に係る電子機器として、テレビジョン装置（単にテレビ、又はテレビジョン受信機
ともよぶ）、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、携帯電話装置（単に携帯電話機、
携帯電話ともよぶ）、ＰＤＡ等の携帯情報端末、携帯型ゲーム機、コンピュータ用のモニ
タ、コンピュータ、カーオーディオ等の音響再生装置、家庭用ゲーム機等の記録媒体を備
えた画像再生装置等が挙げられる。その具体例について、図２２を参照して説明する。
【０１６０】
図２２（Ａ）に示す携帯情報端末機器は、本体９２０１、表示部９２０２等を含んでいる
。表示部９２０２は、本発明の表示装置を適用することができる。その結果、信頼性も高
く、かつ高画質な画像を表示することができる高性能な携帯情報端末機器を提供すること
ができる。
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【０１６１】
図２２（Ｂ）に示すデジタルビデオカメラは、表示部９７０１、表示部９７０２等を含ん
でいる。表示部９７０１は本発明の表示装置を適用することができる。その結果、信頼性
も高く、かつ高画質な画像を表示することができる高性能なデジタルビデオカメラを提供
することができる。
【０１６２】
図２２（Ｃ）に示す携帯電話機は、本体９１０１、表示部９１０２等を含んでいる。表示
部９１０２は、本発明の表示装置を適用することができる。その結果、信頼性も高く、か
つ高画質な画像を表示することができる高性能な携帯電話機を提供することができる。
【０１６３】
図２２（Ｄ）に示す携帯型のテレビジョン装置は、本体９３０１、表示部９３０２等を含
んでいる。表示部９３０２は、本発明の表示装置を適用することができる。その結果、信
頼性も高く、かつ高画質な画像を表示することができる高性能な携帯型のテレビジョン装
置を提供することができる。またテレビジョン装置としては、携帯電話機などの携帯端末
に搭載する小型のものから、持ち運びをすることができる中型のもの、また、大型のもの
（例えば４０インチ以上）まで、幅広いものに、本発明の表示装置を適用することができ
る。
【０１６４】
図２２（Ｅ）に示す携帯型のコンピュータは、本体９４０１、表示部９４０２等を含んで
いる。表示部９４０２は、本発明の表示装置を適用することができる。その結果、信頼性
も高く、かつ高画質な画像を表示することができる高性能な携帯型のコンピュータを提供
することができる。
【０１６５】
このように、本発明の表示装置により、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示すること
ができる高性能な電子機器を提供することができる。
【実施例１】
【０１６６】
本実施例では本発明に用いる発光ダイオードの特性を測定し、評価を行った。実験結果を
図１０、図１２、図１３を用いて説明する。
【０１６７】
ＲＧＢの発光ダイオードの発光スペクトルを紫外から近赤外までの分光スペクトルを計測
出来る分光測光装置にて測定を行った。発光スペクトルの測定結果を図１０に示す。図１
０において、図１０（Ｂ）は通常の青色に発光する発光ダイオードを用いた発光スペクト
ルの結果であり、図１０（Ａ）は図１０（Ｂ）で用いた青色発光ダイオードの代わりに紺
青に発光する紺青色発光ダイオードを用いた発光スペクトルである。図１０（Ａ）（Ｂ）
において、青色発光ダイオード及び紺青色発光ダイオードの波長スペクトルは点線、緑色
発光ダイオードの波長スペクトルは実線、赤色発光ダイオードの波長スペクトルは一点鎖
線で示している。
【０１６８】
紺青色発光ダイオードを用いた場合、青色発光ダイオードを用いた場合よりも、ピーク位
置が４７０ｎｍから４５５ｎｍへと短波長側にシフトしたことにより、緑色発光ダイオー
ドのスペクトルと混ざる面積が少なくなり、スペクトルの半値幅も狭くなるため、より色
純度が高くなり、色再現範囲が拡大されることが確認された。
【０１６９】
光源として冷陰極管（ＣＣＦＬ：Ｃｏｌｄ　Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｆｌｕｏｒｅｓｃｅｎｔ　
Ｌａｍｐともいう）、青色発光ダイオードを用いたＲＧＢの発光ダイオード、紺青色発光
ダイオードを用いたＲＧＢの発光ダイオードのバックライトユニットを駆動させ、それぞ
れ白を、ＮＴＳＣ色度座標の標準に調整して、２種類の膜厚のカラーフィルタ（膜厚１．
７μｍ、膜厚２．５μｍ）をそれぞれ乗せた場合のＲＧＢ各色の色度を色彩輝度計にて測
定を行った。色度座標の測定結果を図１２に示す。図１２において、ＮＴＳＣの色度座標
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は実線、青色発光ダイオードを含むＲＧＢ発光ダイオードは一点鎖線、紺青色発光ダイオ
ードを含むＲＧＢ発光ダイオードは細かい点線、ＣＣＦＬの色度座標は長めの点線で示さ
れている。また、図１２（Ａ）はカラーフィルタの膜厚を１．７μｍとした場合の色度座
標であり、図１２（Ｂ）はカラーフィルタの膜厚を２．５μｍとした場合の色度座標であ
る。
【０１７０】
ＮＴＳＣ色度座標の面積を１００％とした場合、冷陰極管を使用した場合では６７～９２
％、青色発光ダイオードを使用した場合では７２～１０１％、紺青色発光ダイオードを使
用した場合８７～１１０％となった。よって、紺青色発光ダイオードを使用することによ
り色度座標の面積が広くすることができることが確認された。
【０１７１】
以上のように、発光ダイオードを光源として用いたバックライト装置は色再現範囲を拡大
することができる。よって、このようなバックライト装置を具備することにより、より高
画質な画像を表示することができる高性能な表示装置を作製することができる。
【実施例２】
【０１７２】
本実施例では本発明に用いる発光ダイオードの特性の測定し、評価を行った。実験結果を
、図１１を用いて説明する。
【０１７３】
発光ダイオードに対して放熱対策を行っていない場合と、本発明を用いて発光ダイオード
を熱電素子を有する筐体に設け、熱電素子による冷却を行った場合との発光ダイオードを
点灯させた時のバックライト装置内の温度変化を測定した。詳しくは、基板（メタルコア
基板）裏面、基板（メタルコア基板）表面、発光ダイオードを覆う樹脂近辺の温度測定を
熱電対にて行った。時間に対する基板表面の温度変化を図１１（Ａ）に、基板裏面の温度
変化を図１１（Ｂ）に、発光ダイオードを覆う樹脂近辺の温度変化を図１１（Ｃ）に示す
。図１１（Ａ）乃至（Ｃ）において、熱電素子による放熱対策を行っていないものは細線
、熱電素子による放熱対策を行ったものを太線で示している。本実施例では熱電素子とし
てペルチェ素子を用いた。
【０１７４】
放熱対策を行っていない場合、基板は５０℃（裏面、表面両方において）、発光ダイオー
ド近辺（発光ダイオード樹脂近辺）は６０℃になっているのに対し、ペルチェ素子を使用
した場合では、メタルコア基板裏面では２０℃、メタルコア基板表面では４０℃、発光ダ
イオード近辺（発光ダイオード樹脂近辺）は４５℃と発光ダイオードの使用時の温度が低
くなることが確認された。
【０１７５】
以上のことより、本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑え
る事ができるため、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えるこ
とが出来る。光源の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、プリズムフ
ィルムの変形、変質を抑える事が出来る。
【０１７６】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【０１７７】
よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。
【実施例３】
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【０１７８】
本実施例では本発明を適用した発光ダイオードの特性を測定し、評価を行った。実験結果
を、図２６乃至図２８を用いて説明する。
【０１７９】
発光ダイオードを熱電素子を有する筐体に設け、熱電素子による冷却を行った場合の発光
ダイオードを点灯させた時のバックライト装置内の温度変化を測定した。詳しくは、発光
ダイオードを覆う樹脂近辺の温度測定を熱電対にて行った。
【０１８０】
試料は、発光ダイオードに対する熱電素子の配置の異なる試料Ａ（Ａ１乃至Ａ３）と、試
料Ｂ（Ｂ１乃至Ｂ３）である。図２７及び図２８に試料Ａと試料Ｂの構成を示す。図２７
及び図２８において、図２７（Ａ）及び図２８（Ａ）は上面図であり、図２７（Ｂ）は図
２７（Ａ）の線Ｘ１―Ｙ１における断面図、図２８（Ｂ）は図２８（Ａ）の線Ｘ２－Ｙ２
における断面図である。試料Ａは、筐体８００内において熱電素子８０２を発光ダイオー
ド８０１の下側のみに設ける構成であり、筐体８００の中央に発光ダイオード８０１を設
置している（図２７（Ａ）（Ｂ）参照。）。試料Ｂは、筐体８２０内において、発光ダイ
オード８２１の下側に熱電素子８２２ａ、発光ダイオード８２１の四方を囲むように熱電
素子８２２ｂ乃至８２２ｅが設けられる構成であり、発光ダイオード８２１を、熱電素子
８２２ａの中央ではなく、熱電素子８２２ｂ及び８２２ｅの近くに配置している（図２８
（Ａ）（Ｂ）参照。）。
【０１８１】
試料Ａ１及び試料Ｂ１は赤色発光の発光ダイオード、試料Ａ２及び試料Ｂ２は緑色の発光
の発光ダイオード、試料Ａ３及び試料Ｂ３は青色（ロイヤルブルー）の発光の発光ダイオ
ードである。
【０１８２】
時間に対する赤色発光を示す試料Ａ１及びＢ１の発光ダイオードを覆う樹脂近辺の温度変
化を図２６（Ａ）に、時間に対する青色発光を示す試料Ａ２及びＢ２の発光ダイオードを
覆う樹脂近辺の温度変化を図２６（Ｂ）に、時間に対する緑色発光を示す試料Ａ３及びＢ
３の発光ダイオードを覆う樹脂近辺の温度変化を図２６（Ｃ）に、それぞれ示す。図２６
（Ａ）乃至（Ｃ）において、試料Ａ（Ａ１、Ａ２、Ａ３）は細線、試料Ｂ（Ｂ１、Ｂ２、
Ｂ３）は太線で示している。試料Ａ及び試料Ｂでは熱電素子としてペルチェ素子を用いた
。すべての試料において、発光ダイオードには電流を０．３アンペア（Ａ）流し、熱電素
子には電流を２アンペア（Ａ）流した。
【０１８３】
図２６（Ａ）乃至（Ｃ）に示すように、発光ダイオードの下側のみに熱電素子を設けるＡ
１乃至Ａ３よりも、本発明を用いた発光ダイオードを囲むように５面において熱電素子を
設けるＢ１乃至Ｂ３の方が温度の上昇が抑えられている。従って本発明のように発光ダイ
オードを囲むように熱電素子を設ける構成は、発光ダイオードに対して放熱効果が高いこ
とが確認できる。
【０１８４】
以上のことより、本発明を用いることにより、光源に用いる発光ダイオードの発熱を抑え
る事ができるため、発光ダイオードの寿命の低下、輝度の低下、色度のシフトを抑えるこ
とが出来る。光源の発熱を抑えることにより、拡散フィルム、反射フィルム、及びプリズ
ムフィルムの変形、及び変質を抑える事が出来る。
【０１８５】
また、液晶表示パネルの応答速度、コントラスト、色ムラなどの特性の変化を抑える事が
出来、液晶表示パネルに使用されている偏光フィルム、視野角拡大フィルム、位相差フィ
ルムなどの変形、変質、特性低下等も抑えることが出来る。また、ヒートシンク、ヒート
パイプ、冷却ファンなどを必要としないためバックライト装置の厚みを薄くする事が出来
る。
【０１８６】
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よって、本発明により、より色ムラ輝度ムラなどの少ない、信頼性が高いバックライト装
置、さらにそのバックライト装置を具備する、信頼性も高く、かつ高画質な画像を表示す
ることができる高性能な表示装置を作製することができる。

【図１】 【図２】
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【図１１】 【図１２】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】
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